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大成建ઃ᷂・᷂東洋ϢχΦϯ

υϥΠΞΠεϒϥετ޻๏Λ༻͍ͨ�
আછ૷ஔʮ%#আછϩϘʯͷ։ൃ

業務内容の概要

#%」回։発したࠓ আછロϘ」は，ドライアイスのཻを
ฮ装໘にਧ෇͚，ঢ՚࣌のΤωϧΪʔをར用してද໘に෇
ணした์ࣹ性物質をണ͗取り，ಉ࣌に回ऩする޻法である。

このٕज़のओな特徴は以下のとおりである。
ᶃฮ装໘のআછと์ࣹ性物質の回ऩをಉ࣌にߦえるシステ

ム
ᶄࣗ立૸ߦが可能

こΕΒのٕज़により࣍のような効果がಘΒΕる。
ᶃฮ装໘を損ইすることなくআછが可能
ᶄ์ࣹ性物質をඈࢄさせないことでۀ࡞һの被͹くを๷ࢭ
ᶅ์ࣹ性ഇغ物の減༰Խ
ᶆࣗ立૸ߦにより，ۀ࡞һのٕྔやݧܦに関܎なく一༷な

আછ品質を֬อ
ᶇࣗ立૸ߦにより，ۀ࡞һのۀ࡞負୲のܰ減Խ

大۽ொ，൧ؘଜ，ৗ൬ࣗ動ंಓ等において実ূݧࢼをߦっ
ており，ߋに効཰を޲上させるたΊに改ྑをॏͶている。

業務内容

1．業績の行われた背景

福島第一ྗࢠݪ発ి所のނࣄによる์ࣹ性物質のআછࣄ
物ྔがগなغでは，আછ効果が高く͔つ発生するআછഇۀ
い޻法がٻΊΒΕている。
ᶃਫによるચড়ではআછ効果が௿く，ഉਫのॲཧがඞཁと
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なる。
ᶄシϣットブラストによるআછではഇغ物の発生ྔが多い。

こΕΒの課題をղܾするたΊ։発にண手した。
2．業績の詳細な技術的説明

ドライアイスブラスト޻法はこΕまで，ਫでのચড়がग़
དྷないਫ਼ີثػのચড়や，ࡐجをইつ͚ͣにృ装をണいͩ
り，部品のࡺや෗৯をམとすۀ࡞，ϓラϯト建԰内や޻৔
などਫચড়のഉਫॲཧが໰題となるといった෼໺でར用さ
Εて͖た。この޻法はᶃਫがいΒないᶄࡐجをইつ͚ない
ᶅഇغ物がগないといった特徴がある。

ચড়ݪཧはΨス΢Σッジ࡞用とݴわΕる。ίϯϓレッ
αʔよりుग़さΕたѹॖۭؾにϖレットঢ়のドライアイス
をࠞ合しϊζϧより෾ࣹさせているが，ドライアイスがચ
ড়Օ所にিಥすると，ॠ࣌にݻମ͔Βؾମに変わり，その
࣌に 750 ഒのମ積๲ுをىこす。このΤωϧΪʔにより෇
ண物を࣋ͪ上͛てണ͗取るというݪཧである。

ैདྷのドライアイスブラストચড়は，ਧ͖ඈ͹したԚછ
物をඈࢄしないたΊ，ूਖࣜのઐ用ブʔスを用ҙし，ハϯ
ドΨϯλイϓのϊζϧをۀ࡞һが࣋ͪચড়をߦうものであ
る。ચড়はԚΕ۩合によってϊζϧ཭ִ，֯度，෾ࣹ࣌間
等を調੔するඞཁがあり，あるఔ度のݧܦとٕྔがඞཁと
さΕる。こΕΒの特徴を活͔しシステムԽすることで路໘
のআછػցを։発した。আછロϘのシステム֓ཁを図─ 3

システム֓ཁਤにࣔす。
（1）ドライアイスブラストの路面除染の適用性

ドライアイスブラストがฮ装໘のআછにద用ग़དྷる͔の
実ূݧࢼをߦった。ฮ装໘の์ࣹ性物質の多くはࡐࠎとࠎ
わΕݴの間やُ྾，Ԝみ部෼の౔やਖに෇ணしているとࡐ

図─ 2　ドライアイスブラストの原理

図─ 1　DB除染ロボ
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ている。したがってこの౔やਖを効཰よく取りআくことが
ग़དྷΕ͹আછ効果が期଴で͖る。
図─ 4 ద用性の֬ೝ͔Β，ࡐࠎとࡐࠎの間やԜみ部෼の，

౔，ਖが៉ྷに取りআ͔Εている。

（2）集塵フード式台車の開発

ドライアイスブラストで取りআいた์ࣹ性物質のඈࢄを
๷ࢭし，効཰よく回ऩするたΊूਖフʔドࣜの୆ंを։発
した。大༰ྔのूਖػによりフʔド内を負ѹにอつことで
Ԛછ物質の࿙Ӯを๷͗，フʔド内のཚྲྀを๷͙ܗঢ়とした。
また，ۦ動はి動Ϟʔλʔを࢖用しイϯόʔλʔ制御によ
り૸ߦスϐʔドの調੔を可能にした。図─ 5%# আછロϘ
全ࢀܠর。

（3）噴射ノズルの機構

ैདྷのドライアイスブラスト޻法はハϯドΨϯλイϓの

図─ 3　システム概要図

図─ 4　適用性の確認

図─ 5　DB除染ロボ全景

ϊζϧ 1 本を用いてਓྗでߦうが，施ྔ޻を૿やすたΊに
3 ࿈ࣜにしϫイύʔのようにՔಇするػ構とした。ैདྷの
ਓྗでߦった৔合に近い݁果をಘるたΊに実ূݧࢼをॏ
Ͷ，最దなϊζϧの֯度，཭ִをܾఆした。また，ϊζϧ
のՔ動は୆ंのۦ動ྠとリϯΫさΕており，૸ߦスϐʔド
に࿈動しϊζϧがՔ動するػ構とした。
3．技術的効果

#%」回のࠓ আછロϘ」の։発により࣍のような効果が
ಘΒΕた。
ᶃฮ装を損ইすることなくআછが可能

ドライアイスブラストはమやアϧϛなどのݚຏࡐを࢖用
するシϣットブラストとҧい，ドライアイスが路໘にিಥ
したॠ間にঢ՚するたΊ路໘を࡟ることがない。ࡐࠎとࠎ
の間やُ྾，Ԝみ部෼の౔とਖのみを͖Εいに取りআくࡐ
ことがで͖た。
ᶄ์ࣹ性物質をඈࢄさせないことでۀ࡞һの被͹くを๷ࢭ

࢖をػ回։発したूਖフʔドࣜ୆ंは，大༰ྔのूਖࠓ
用することでフʔド内はৗに負ѹにอたΕている。そのた
Ίドライアイスブラストで取りআ͔ΕたԚછ物質は࿙Εる
ことなく回ऩさΕていることが֬ೝで͖た。
ᶅ์ࣹ性ഇغ物の減༰Խ

実ূݧࢼでシϣットブラストのഇغ物のྔをൺֱしたと
こΖ，ॏྔൺֱで໿ 1�25 のྔになることが֬ೝで͖た。
ᶆࣗ立૸ߦにより，ۀ࡞һのٕྔやݧܦに関܎なく一༷な

আછ品質を֬อ
%# আછロϘの૸ߦをి動Ϟʔλʔによりࣗ動Խし，෾

ࣹϊζϧのՔ動を୆ं૸ߦスϐʔドと࿈動させたたΊ，আ
છ効果をಘΒΕる最దな૸ߦスϐʔドを最ॳにઃఆするこ
とで，ۀ࡞һのٕྔやݧܦに関܎なく一༷なআછ品質を֬
อで͖るようになった。
ᶇࣗ立૸ߦにより，ۀ࡞һのܰۀ࡞減Խ

আછロϘがࣗ立૸ߦするたΊਓྗで͚ΜҾするඞཁがな
い。ۀ࡞һは૸ߦする方޲をܾఆし，૸ߦ中の方޲修正を
する͚ͩとなりྔۀ࡞がܰ減さΕた。
4．経済的効果

施޻අはシϣットブラストとಉ等ఔ度である（౰ࣾൺ）。
たͩし，シϣットブラストにରしഇغ物ྔを໿ 1�25 に減
༰Խで͖るたΊ，ഇغ物のӡൖ，ॲ෼までのίストをྀߟ
すると༏位である。
5．施工実績

こΕまでߦって͖た実ূݧࢼと݁果をࣔす。
・平成 24 年 1 月　福島県޿໺ொでドライアイスਧ෇によ

るআછ効果のૅجσʔλ࠾取実ݧ
・平成 24 年 4 月　福島県大۽ொで実ূݧࢼ
 ʜ"S ฮ装　௿減཰ 10 ～ 50ˋ
・平成 24 年 6 月　ৗ൬ಓআછϞσϧۀࣄで実ূݧࢼ
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 ʜ$0/ ฮ装　௿減཰ 45 ～ 70ˋ
・平成 24 年 10 月　福島県൧ؘଜで実ূݧࢼ
 ʜ"S ฮ装　௿減཰ 20 ～ 40ˋ
 ʜ$0/ ฮ装　௿減཰ 30 ～ 50ˋ
・現在，ৗ൬ࣗ動ंಓআછ等ࣄ޻で実施中

6．類似工法との比較

౰ࣾൺ

7．波及効果

%# আછロϘは路໘のআછを໨的に։発したが，ਫを࢖
わない，ഇغ物がগないという特徴͔Βଞの用్での໰い
合わせがある。例え͹，าಓやެԂのイϯλʔロッキϯά
ブロッΫや平൘ίϯΫリʔトのԚΕ，ന՚のਗ਼૟である。
௨ৗは高ѹਫચড়によりਗ਼૟しており，大ྔの࢖用ਫの回
ऩおよͼഉਫॲཧがඞཁで回ऩの手間がֻるが，౰޻法で
はそのඞཁがない。また，น໘や狭隘なՕ所΁のରԠ，ԕ
後のχʔࠓ，といったཁ๬もあり޻によるແਓԽ施࡞ૢִ
ζを౿まえ多ذにల։していく。
8．特許のタイトル

ग़ئ　特ئ 2012-096522「আછ装置」
ग़ئ　特ئ 2012-212154「আછ装置」
ग़ئ　特ئ 2012-213330「আછシステム」
ग़ئ　特ئ 2013-131675「আછ装置」

図─ 6　実証試験状況

お断り

この +$M" 報告は，঑ྭ৆をड৆したݪจとは
一部ҟなるද現をしてあります。
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